
　ティファニーが発表
した2021年のブルー
ブックコレクション「カ

ラーズオブネイチャー」は、自然界の鮮
やかな色彩が次々に登場する万華鏡さ
ながらの旅物語。同コレクションは、ジャ
ン・シュランバージェの秀逸なクリエー
ションと、ティファニーハイジュエリーの
デザインで構成され、自然の中で生ま
れ、自然を包み込み、自然を超越して広
がる様々な色彩を讃える。核となってい
るのは、ティファニーのダイヤモンド
オーソリティと、ジェムストーンの世界に
おける影響力。この二つの輝かしいレガ
シーと、卓越したクラフトマンシップとイ
ノベーションのヘリテージが一体となっ
たブルー ブック コレクションは、ハイ
ジュエリーの新たな可能性を切り拓く。
　みずみずしい植物を形作る鮮やか
なグリーントルマリンや稀少なコロンビ
ア産エメラルドといった鮮烈なジェム
ストーンは、豊かな自然が生い茂る風
景を表現している。紺碧の海と刺激的
な色彩をまとった海中生物の世界を
描くのは、アクアマリン、ツァボライト、サ
ファイヤ。大空から着想を得て見る者
を惹きつける見事なピースは、スピネル
や、イエローやオレンジサファイアと
いった稀少なジェムストーンによって、
天空を染める驚くべき美しい色彩を再
現している。このコレクションの色鮮や
かなスピリットを体現しているのが、圧
巻の美しさを誇る二つのネックレス。厳
選されたジェムストーンの豊かなバリ
エーションが、見事な色彩を生み出し
ている。その中には、20世紀にティファ
ニーがジュエリー界に初めて紹介した

ことで知られ、レガシー
ジェムストーンとしてブラ
ンドが誇る、タンザナイト
とクンツァイトも含まれて
いる。
　一世紀以上にわたっ
てハイジュエリーブラン
ドとしてのティファニーの
名声を支えてきたのが、
イノベーションと伝統技
術を融合したクラフトマ
ンシップ。その卓越した技
術は、「カラーズ オブネ
イチャー」においても余す
ことなく発揮。内部に欠陥
のない21カラット超の

マーキスシェイプのダイヤモンドは、アフ
リカのレソトで責任を持って調達され、
ティファニーの職人が息を呑むほどの
美しさを引き出した。これは、世界一卓
越したクラフトマンシップを長年にわた
り追求してきたティファニーのヘリテー
ジへのオマージュに他ならない。
　ティファニーの至高のクラフトマン
シップが表現された最も芸術的なクリ
エーションには、ジャン・シュランバー
ジェの豊かな空想力が生み出した
数々のピースがある。今回、職人の腕
がシュランバージェの最も有名なクリ
エーションに新たな命を吹き込んだ。
合計85カラット超のダイヤモンドがき
らめくプラチナネックレスは緻密な手
作業で制作され、シュランバージェの
デザインを特徴づけるアシンメトリー、
ダイナミックな動き、フェミニンな繊細
さを見事に表現している。シュランバー
ジェの傑作の数々を完璧に補完する
のが、革新的なセッティングで知られ
るティファニー ハイジュエリーピース。
特別なカスタムカットを施しハンドセッ
トされたダイヤモンドは、さながら煌め
くモザイクのよう。あるネックレスでは
半透明のロッククリスタルの平面上に
ダイヤモンドがセットされ、まるでダイ
ヤモンドが空中に浮遊しているような
印象を与える。

　メガネの田中グループのシン
ガポール子会社、FLO Optic-
s Pte.Ltd.（FLO＝渡辺紗理菜
社長）は、7月1日、メガネの田中
ブランドで海外初出店となる「メ
ガネの田中ウィーロックプレイ
ス店」をオープンした。シンガ
ポール最大級のショッピングエ
リア“オーチャードロード”の一
角を占めるショッピングモール内
という好立地で、オープン初日か
ら、シンガポール人の客はもちろん、日
本人や西洋人など、幅広い年代の様々

な客が来店した。
　日本の製品・サービスは、その
クオリティの高さでシンガポール
の人々から高い信頼と評価を得
ている。またシンガポールのメガ
ネ店では、世界有数の多民族国
家でありながら、一人ひとりの顧
客に似合うメガネという観点から
メガネ選びを提供する習慣がな
い。今回の新店オープンを通じ
て、メガネの田中ならではの楽し

い買い物体験とパーソナライズした接
客をシンガポールで広げていく。

　「I-PRIMO」が、プロポーズ事例や
プロポーズプランを提案するサイト「プ
ロポーズ準備室」にパートナーのスタイ
ルに似合う指輪を診断できる『婚約指

輪マッチング診断』と、自分らしいプロ
ポーズを手伝う『プロポーズシチュエー
ション診断』の両コンテンツを追加し、
プロポーズで感じる「プロポーズ方法を
知りたい」「タイミングがわからない」
「好きな指輪がわからない」などの多く
の悩みをサポートできるよう整えた。

　コロナ禍の影響で、EC／通販事業
を新たにスタートした人や、これから進
出を考えている人が多い中、EC初心
者と中小企業を対象にした、席数限定

の「EC／通販戦略セミナー」が、7月
21日、「イーコマース大阪」（OMM展
示ホール：20・21日）で開催される。主
催はインフォーママーケッツジャパン。
講師は、中小企業基盤整備機構。受講
すると補足資料としてポイント解説資
料がプレゼントされる。

　モアサナイトと環境にやさしいゴー
ルド・シルバーを使用した、エシカル
ジュエリーブランド「GYPPHY（ジプ
フィー）」のブランド初となる実店舗が7
月22日、自由が丘でオープンする。また
同日に、セレクトショップ「Dearium
（ディアリウム）」での取り扱いもスター
トする。
　ブランド初となる実店舗は、東急東

横線自由が丘駅の正面口から徒歩5
分ほどの場所に位置する路面店。ブラ
ンドカラーのイエローが目を引く外観
が目印だ。店内もイエローを基調と
し、モノトーンカラーがミックスされた
ポップでモダンな雰囲気の空間が広
がる。全商品が並べられたディスプレ
イほか、ブライダルジュエリーなどの
オーダーができる商談スペースも完
備。ジュエリーコーディネーターの資
格を持つスタッフがカウンセリングを
通して、ジュエリー選びを手伝う。

　三井化学株式会社（東京都港区、
橋本修社長）は、ワンタッチで遠近を
瞬時に切り替えられる、次世代アイウェ
ア「TouchFocus®」の第2世代モデル
「TouchFocus® S」に電子液晶レンズ
の電気加入度数バリエーションを追
加し、7月1日より販売開始した。
　今回、「TouchFocus® S」の電子液
晶レンズの電気加入度数バリエーショ
ンとして、電気加入度数＋1.0Dを追
加。電気加入度数＋1.0Dモデルでは、
昨年12月発売時の電気加入度数＋
0.75Dと比べ、遠方距離と近方距離に
フォーカスを当てた設計になっており、
ゴルフや釣りなどアウトドアシーンに適
した処方も可能になった。
　また、今回の発売を記念して、日差し
の眩しさを抑えるTouchFocus®専用

の偏光クリップオンサン
グラスを対象期間内（7
月1日～9月26日）の購
入者全員に贈呈する。
　「TouchFocus® S」
は、電子液晶レンズを

従 来 型 の
「TouchFo -
cus®」と比べ
て領域を拡大

させたことで、実際の近方視界の実用
エリアがさらに広がった。より自然な姿
勢で見ることを追求したレンズ設計に
より、手元の小さな文字もこれまで以
上に快適に見ることができる。使用方
法は、テンプルにあるタッチセンサーに
触れるとメガネレンズ内の液晶が稼働
し、遠近が切り替わる。テンプルを折り
たたむ部分にはチタン製のスプリング
ヒンジが採用され、掛けている時の頭
部の圧迫感が軽減され、これまで以上
のフィット感が得られる。従来の考えと
は異なり、メガネに自分を合わせるの
でなく、遠近の切り替えを自分でコント
ロールすることで、より自信をもって人
生を楽しめるツールにしたいという想
いが詰まったファッショナブルな次世
代型アイウェアになっている。

　大日本印刷㈱と武蔵野
美術大学が、共催企画展
「見えてないデザイン展」
を9月2日まで、東京・市ヶ
谷のDNPプラザで開催し
ている。
　両者は、2019年から産
学共同研究契約を締結
し、武蔵野美術大学の
アートやデザインの知見
とDNPの印刷に関わる技
術やノウハウを掛け合わ
せ、共同研究やイベント、

ワークショップなど、新しい価値を創出
するさまざまな活動を展開している。
　武蔵野美術大学は2012年から
2020年まで、「新たなデザイン教育のあ
り方」や「デザインの社会実験の場」を目
的として「デザイン・ラウンジ」を六本木
ミッドタウンで展開してきた。昨年11月

には、美術やデザインを通してまだ「見え
てない」ものに気づき、考えるきっかけと
なるように、高校生や一般からワーク
ショップを通して、制作・収集した「問い
のカード」378枚を、教育・地域・産業・
文化・生活・多様性の6つのテーマで分
類し、DNPプラザに展示している。
　「問いのカード」は、デザインを実践
する上で欠かせない「フォト・オブザ
ベーション（観察）」というリサーチの
手法を用いて制作。私たちが日常で何
気なく見逃している光景から、美しさや
違和感、人の行動に目を向け、その本
質を見出し、課題解決の糸口にしてい
くもの。
　両者は、この展示をきっかけとして、
社会の中でまだ「見えてない」ものに意
識を向け、「問い続けて」いくことで、新
しい価値を創出する活動をさらに進め
ていくとしている。

　“新世代のエシカルな宝石”モアサ
ナイトを使用した、「Brillar（ブリジャー
ル）」の国内2店舗目となる直営店・大
阪心斎橋ショールームが、6月にグラン

ドオープンした。
　ブリジャールは、モアサナイトの可能
性に着目した日本初のモアサナイト専門
ジュエラーとして2017年に東京で誕
生。昨年度の売上はコロナ禍においても
前年度比約20％増を達成し、設立以来

好調な成長を続
けている。また、7
月7日から、チャリ
ティジュエリーラ
イン「OHASHI」
を先行展示販
売。認定NPO法
人フローレンスと
のコラボレーショ
ンで 、売 上 の
30％が「こども宅
食事業」の支援
金となる。
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日本初のモアサナイトジュエラーが
大阪心斎橋に2店舗目の直営店

ブランド初新店舗を自由が丘に
モアサナイトのエシカル「GYPPHY」

　平成の日本経済を象徴するテーマ
に「構造改革、規制緩和」というのがあ
る。今もこの流れは継続しているが、そ
の当初の目的である社会経済の活性
化、新たなる経済成長というのは実現
するどころかむしろ停滞している。閉塞
感のほうがはるかに強いのである。
　「構造改革」推進論者から言わせれ
ば、規制緩和がいまだ道半ばにして中
途半端のために緩和効果が出ていな
いのだから更なる規制緩和を進めれ
ば現状の停滞を打ち破れるという論法

になるのだが果たしてそうだろうか。現
在までの規制緩和の成果として我々の
社会は競争社会特有の活力のある経
済がいささかなりとも実現しているは
ずだが、そのような兆候すら感じられな
い。働き手相互の格差ばかりが広が
り、それが職場や家庭の鋭く悲惨な事
件を引き起こしている。競争社会の負
の面が目立つのである。
　けれども規制緩和の元になっている
新古典派経済学の理念から言えば、
市場に誰もが参入できる環境整備を
基本に公正な競争と価格調整力にゆ
だねれば豊かさの果実はおのずから
得られるはずである。現にアメリカ経済
はお手本のように経済成長を続けてい
る。（コロナ禍による攪乱を除けば）
　何が違うのか、日本では勝ち組の企
業もそこそこ勝ち組の企業もその利益を
労働者に分配することなく内部留保金
として貯めこんでしまうことが大きな要
因である。財務省による「法人企業統計

貧しき競争社会
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調査」によれば２０１９年度の内部留保
金は４７５兆円、４７５兆といえばGDP
にも匹敵する数字である。しかも８年連
続で過去最高を更新している。
　企業経営者の立場から言えば、オー
プンな市場はたとえ今勝ち組であった
としてもいつ負け組に転落するかもし
れない恐怖と背中合わせである。たと
え利益が出ても先行きを考えれば内部
留保で備えようという心理が働く。と同
時に労働者のほうも賃上げによる利益
分配よりも企業存続を前提とした現状
の雇用維持を優先するから、結局労使
ともに利益の分配に消極的なのであ
る。結果内部留保金だけが積みあがっ
てしまう。一企業の行動としては正しい
としても過半の企業が同一行動をとる
とまさに合成の誤謬で経済全体は停
滞する。日本のGDPの約７割は個人消
費が占めているが、賃金上昇が見込め
ない以上「貧しい競争社会」になるの
は必定である。政府が最低賃金のかさ

上げを経済団体に要請するということ
自体おかしな話であるが、そうなってし
まうほどに経営者も労働者も委縮して
しまっている。こうなると更なる規制緩
和では競争の激化だけが進んでその
果実は誰も受け取らないという社会一
億総不幸という社会になってくる。ここ
に超高齢化社会が重なって不安感だ
けが蔓延する。構造改革がもたらした
日本経済の現実の姿がここにある。
　昭和の時代、規制がもたらす既得
権の中での勝ち組の安心感ぐらい甘
美なものはなかった。
　その成功体験を払拭できず、競争社
会に保守的にしか適応できない経営
者が多数派である限り、同時に業績の
悪化に伴うリストラを恐れず利益が計
上されているときは分配をきちんと要求
する労働者が生まれてこない限り、社
会全体の活性化は夢のまた夢である。
　　　　　　　　　　　　　  貧骨
　　   cosmoloop.22k@nifty.com
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